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平
成
　
年
３
月
　
日

一
宮
市
尾

１９

１７

西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
一
宮
市
文
化
団
体
協
議
会
」
、

「
尾
西
文
化
協
会
」
及
び
「
木
曽
川

町
文
化
協
会
」
を
統
合
し
、
新
し
く

「
一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
」
を
発
足

さ
せ
る
た
め
の
設
立
総
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
、

加
入
状
況
、
役
員
人
事
及
び
当
面
の

事
業
等
を
承
認
後
、
新
役
員
の
紹
介

が
さ
れ
ま
し
た
。

　
左
上
の
写
真
は
、
設
立
総
会
後
こ

れ
か
ら
の
一
宮
市
の
芸
術
文
化
活
動

の
普
及
と
発
展
を
願
い
、
固
い
握
手

を
交
わ
す
（
右
か
ら
）
岩
田
哲
夫
一

宮
市
文
化
団
体
協
議
会
会
長
、
谷
一

夫
一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
会
長
、
岡

田
春
雄
尾
西
文
化
協
会
会
長
、
墨
利

春
木
曽
川
町
文
化
協
会
会
長
。

　
こ
の
席
上
で
顧
問
以
下
役
員
が
選

出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
（
６
ペ

ー
ジ
参
照
）。
従
来
の
各
文
化
団
体

の
会
長
を
そ
れ
ぞ
れ
顧
問
に
、
一
宮

市
長
を
会
長
に
お
迎
え
し
て
、
加
入

団
体
総
数
１
３
５
団
体
、
会
員
数
約

３
、７
０
０
名
の
文
化
団
体
の
執
行

部
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
設
立
総
会
後
、
理
事
・
部

長
も
評
議
員
の
互
選
で
選
出
さ
れ
、

新
し
い
「
一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
」

の
組
織
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

設立総会の様子
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早
い
も
の
で
旧
一
宮
市
、
旧
尾
西

市
及
び
旧
木
曽
川
町
の
行
政
合
併
か

ら
既
に
２
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
間
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
調
整
さ

れ
、
徐
々
に
で
は
あ
る
も
の
の
、
新

「
一
宮
市
」
と
し
て
の
一
体
感
が
確

実
に
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
今
の
時
代
、
心
の
豊
か
さ
を
求
め

る
声
は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
「
芸
術
文
化
」
が
人
の
心
へ

及
ぼ
す
効
果
も
そ
れ
に
比
例
し
大
き

く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
助
と
な
り
得
る
旧
２
市
１
町

の
文
化
団
体
で
あ
る
「
一
宮
市
文
化

団
体
協
議
会
」
と
「
尾
西
文
化
協

会
」
及
び
「
木
曽
川
町
文
化
協
会
」

が
統
合
し
、
新
し
く
「
一
宮
市
芸
術

文
化
協
会
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た

こ
と
は
新
生
一
宮
市
の
文
化
行
政
の

推
進
の
礎
が
固
め
ら
れ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
２
月
８
日
の
第
１
回
文

１７

化
関
係
統
合
準
備
委
員
会
か
ら
実
に

　
回
の
協
議
を
重
ね
ま
し
て
、
本
日

１５の
設
立
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
も
岩
田
哲
夫
一
宮
市
文
化
団

体
協
議
会
会
長
を
は
じ
め
、
岡
田
春

雄
尾
西
文
化
協
会
会
長
、
墨
利
春
木

曽
川
町
文
化
協
会
会
長
及
び
田
中
系

之
助
一
宮
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
委
員

の
皆
様
方
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
、

ご
協
力
の
賜
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

こ
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
本

協
会
へ
の
ご
助
言
、
ご
指
導
を
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
協
議
中
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

連
綿
と
培
っ
て
き
た
歴
史
文
化
や
伝

統
文
化
を
ど
の
様
に
し
て
新
し
い
文

化
団
体
へ
継
承
し
て
い
く
か
が
最
大

の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方

が
英
知
を
持
っ
て
統
合
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
、

一
宮
市
の
芸
術
文
化
に
新
し
い
展
望

が
今
ま
さ
に
眼
前
に
開
け
て
き
た
よ

う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

　
先
程
、
統
合
へ
の
第
一
歩
と
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
こ
の
協
会
が

ど
の
様
に
活
動
し
て
行
く
か
が
非
常

に
重
要
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
責
任
の

重
さ
を
実
感
し
つ
つ
、

１
３
０
を
越
え
る
団
体
、

約
３
、７
０
０
名
の
会

員
の
方
々
が
巻
き
起
こ

す
文
化
活
動
の
風
が
一

宮
市
の
文
化
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
へ
の
追
い
風

と
な
り
ま
す
こ
と
を
期

待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

私
も
こ
の
一
宮
市
芸
術

文
化
協
会
の
会
長
と
し

て
こ
れ
か
ら
の
一
宮
市

の
芸
術
文
化
の
普
及
・

発
展
に
力
を
尽
く
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

「
一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
」
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

本
協
会
な
ら
び
に
一
宮
市
の
文
化
行

政
が
元
気
良
く
成
長
・
発
展
し
て
い

く
た
め
に
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上

げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
　
会
長
　

谷
　
　
一
　
夫

新役員の紹介
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部

文

学

部

美

術

部

音

楽

部

芸

能

部

社

会

文

化

部

部
　
　
　
門

短

歌

部

門

俳

句

部

門

川

柳

部

門

狂

俳

部

門

詩

部

門

日

本

画

部

門

洋

画

部

門

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・

彫

塑

部

門

書

部

門

写

真

部

門

邦

楽

部

門

謡

曲

部

門

吟
剣
詩
舞
部
門

器

楽

部

門

声
楽
・
合
唱
部
門

吹

奏

楽

・

管

弦

楽

部

門

舞

踊

部

門

芸

能

部

門

茶

道

部

門

華

道

部

門

社
会
文
化
部
門

部
長

○○○○○

氏
　
　
　
名

小
松
原
　
康
　
生

坂
　
井
　
　
　
斉

植
　
田
　
喜
久
男

太
　
田
　
康
　
直

青
　
木
　
小
代
子

名
　
倉
　
勝
　
三

高
　
山
　
　
　
悟

森
　
　
　
昭
　
夫

林
　
　
　
大
　
樹

菱
　
田
　
繁
　
雄

小
　
関
　
秀
　
義

森
　
　
　
恒
　
夫

鎌
　
田
　
　
　
猛

越
　
山
　
ち
　
よ

久
　
野
　
以
早
夫

浅
　
井
　
英
　
仁

佐
　
々
　
智
恵
子

木
　
全
　
　
　
修

岩
　
田
　
宗
　
晋

安
　
立
　
高
　
明

柳
　
原
　
た
づ
子

団
　
　
体
　
　
名

真
清
短
歌
会

一
宮
市
民
俳
句
教
室

一
宮
川
柳
社

一
宮
狂
俳
壇
連
盟

一
宮
現
代
詩
協
会

俳
画
の
会

一
宮
美
術
作
家
協
会

／
洋
画
部

一
宮
美
術
作
家
協
会

／
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
部
・
彫
塑
部

社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会

一
宮
支
部

中
日
真
澄
ク
ラ
ブ

一
宮
三
曲
協
会

竹
石
会

関
心
流
日
本
興
道
吟
詩
会

真
和
支
部

琴
生
流
大
正
琴
さ
つ
き
会

一
宮
音
楽
家
協
会

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団

一
宮
舞
踊
協
会

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟

茶
道
裏
千
家

一
宮
華
道
連
盟

一
宮
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル

フ
ラ
ワ
ー
協
会
鶴
の
会

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
新
役
員

※
下
図
は
各
部
門
選
出
の
理
事
一
覧
表
で
す
。

役
職
名

顧
　
問

会
　
長

副
会
長

会
　
計

監
　
事

無
任
所

理
　
事

氏
　
　
　
名

岩
　
田
　
哲
　
夫

岡
　
田
　
春
　
雄

墨
　
　
　
利
　
春

谷
　
　
　
一
　
夫

尾
　
関
　
良
　
英

林
　
　
　
英
　
夫

加
　
藤
　
昌
　
義

不
　
破
　
　
　
皓

寺
　
西
　
洋
　
二

小
　
島
　
祥
　
子

細
　
井
　
　
　
進

竹
　
内
　
　
　
広

足
　
立
　
重
　
喜

塚
　
本
　
文
　
雄

不
　
破
　
紘
　
治

備
　
　
　
　
　
考

元
一
宮
市
文
化
団
体
協
議
会
会
長

元
尾
西
文
化
協
会
会
長

元
木
曽
川
町
文
化
協
会
会
長

一
宮
市
長

元
一
宮
市
教
育
長

元
尾
西
市
教
育
長

元
一
宮
市
文
化
団
体
協
議
会
副
会
長

元
尾
西
文
化
協
会
芸
能
部
副
会
長

元
木
曽
川
町
文
化
協
会
副
会
長

元
一
宮
市
文
化
団
体
協
議
会
副
会
長

元
尾
西
文
化
協
会
監
事

木
曽
川
ラ
イ
ト
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ

元
尾
西
文
化
協
会
美
術
部
副
会
長

元
尾
西
文
化
協
会
文
芸
部
副
会
長

元
尾
西
文
化
協
会
技
芸
部
副
会
長
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今
年
の
「
一
宮
市
美
術
展
」
は
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
　
期
　
　
月
　
日

～
　
日


１１

１５

１８

　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
　
　
　
（
　
日
は
午
後
４
時
　
分
ま
で
）

１８

３０

会
　
場
　
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

種
　
目
　
日
本
画
／

洋
画
／

彫
刻
・
立
体
／

　
工
芸
／

デ
ザ
イ
ン
／

書
／

写
真

主
　
催
　
一
宮
市
・
一
宮
市
教
育
委
員
会

　
身
近
に
美
術
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の

美
術
展
に
は
毎
年
た
く
さ
ん
の
作
品
が

出
品
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
次
の
と
お
り
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

【
作
品
搬
入
】

日
　
程
　
　
月
　
日

・
　
日


１１

１０

１１

　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

会
　
場
　
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

【
出
品
料
】　
無
料

【
出
品
規
定
】

出
品
者
　
中
学
校
卒
業
以
上
の
年
齢
の

方
で
、
市
内
市
外
は
問
い
ま

せ
ん
。

出
品
点
数

　
未
発
表
作
品
１
種
目
１
点

【
規
格
】

日
本
画
　
　
号
以
上
１
０
０
号
以
内
で

２０額
入
り
。

洋
　
画
　
　
号
以
上
１
５
０
号
以
内
で

２０額
入
り
。
版
画
は
４
号
以
上

で
額
入
り
。

彫
刻
・
立
体

　
制
限
な
し
。

工
　
芸
　
制
限
な
し
。

デ
ザ
イ
ン

　
Ａ
２
サ
イ
ズ
以
上
で
パ
ネ
ル

張
り
。
小
型
は
、
パ
ネ
ル
に

構
成
。
ポ
ス
タ
ー
フ
レ
ー
ム

可
（
ポ
ス
タ
ー
・
イ
ラ
ス
ト

・
Ｃ
Ｇ
等
表
現
自
由
）

書
　
　
 

　
㎝
×
　
㎝
（
３
尺
×
３

９１

９１

尺
）
又
は
１
７
６
㎝
×
　
㎝
４８

（
　
尺
×
　
尺
）
以
下
。
縦

横
自
由
。
枠
張
り
又
は
額
装
。

規
定
の
用
紙
に
必
ず
墨
書
に

よ
る
釈
文
を
添
付
す
る
こ
と
。

写
　
真
　
全
紙
以
上
で
パ
ネ
ル
張
り
。

額
不
可
。
た
だ
し
、
組
写
真

は
半
切
以
上
２
枚
以
内
。

（
作
品
裏
面
で
固
定
す
る
こ
と
）

詳
し
い
こ
と
は
、
市
生
涯
学
習
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

０
５
８
６
〈
　
〉
０
０
１
３

８４

５．８

１．６
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団　体
入 場 料
参加料等

開催場所時　間期　日行　事

一 宮 美 術 作 家 協 会
一宮市博物館
常設展観覧料
２００円

一宮市博物館
午前：３０～

午後：００

月１日

～１７日

２００７

一宮美術作家新展

尾 西 美 術 連 合

入場無料

三 岸 節 子

記念美術館

午前：００～
午後：００

（１７日は午後：３０まで）

月１２日

～１７日

第回

尾西絵画・写真連合展

花 千 会
午前：００～

午後：００
（１４日は午後１：００から）

月１４日

～１７日
花千会作品発表会

麗 筆 会
一宮スポーツ

文化センター

午前１０：００～
午後：００

（１６日は午後：００まで）

月１４日

～１６日
第４３回麗筆会展

尾西ウィンドオーケストラ
前売１，０００円
当日１，５００円

尾西市民会館
午後：００～

午後：００
月１６日創立４０周年記念演奏会

一 宮 写 真 協 会
一宮市博物館
常設展観覧料
２００円

一宮市博物館
午前：３０～

午後：００
（３０日は午後４：３０まで）

月２０日

～３０日

出合い　感動　この時を撮る。

一宮写真協会２８人展

一 宮 茶 道 協 会
席

１，５００円
真清田神社

午前１０：００～

午後：００
１０月７日市 民 茶 会

楽陶会・日中古墨書道

友 好 協 会 尾 張 支 部
入場無料

一宮スポーツ

文化センター

午前１０：００～

午後：００
（１４日は午後：３０まで）

１０月１１日

～１４日

楽 陶 会 ＆

日中古墨書道展

一 宮 狂 俳 壇 連 盟

１，０００円

葉栗公民館
午後：００～

午後：００
１０月１３日狂 俳 大 会

尾 西 俳 句 会
尾 西 生 涯

学習センター

午前１０：３０～

午後：３０
１０月１４日尾 西 俳 句 大 会

冊　８００円
随想・随筆、現代詩、漢詩、短歌、俳句、川柳、狂俳の市民文芸集

１０月２１日

いちのみや文芸２００７

発 刊

講師：金田一秀穂さん

（国語学者）

入場無料

尾西市民会館
午後：００～

午後：３０
文 化 講 演 会

一 宮 映 像 ク ラ ブ一宮市民会館
午後：００～

午後：００

一宮映像クラブ

作 品 発 表 会

一 宮 謡 曲 同 好 会産業体育館
午前：３０～

午後：３０
１０月２８日秋 季 謡 曲 大 会

一 宮 吟 剣 詩 舞 協 会
一宮スポーツ

文化センター

午前：３０～

午後：００
１１月日一宮吟剣詩舞道大会

いよいよ天高く馬肥ゆる秋となりました。
あなたの秋は「芸術」？「読書」？「スポーツ」？それとも「食欲」でしょうか。

今年の「一宮市芸術祭」は次のとおり開催されます。
あなたも目と心の保養にぜひお出かけください。
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団　体
入 場 料
参加料等

開催場所時　間期　日行　事

一 宮 俳 句 協 会８００円
一宮スポーツ

文化センター

午前１１：００～

午後：３０
１１月日俳 句 大 会

一 宮 華 道 連 盟入場無料
午前１０：００～

午後：００
（日は午後：３０まで）

１１月日

～日

第６２回

一宮市民華道展

一 宮 舞 踊 協 会

１，０００円

一宮市民会館
午前１１：３０～

午後：３０

１１月日

合 同 舞 踊 公 演

一 宮 音 楽 家 協 会尾西市民会館
午後：００～

午後：３０

第３５回一宮音楽家協会

定 期 演 奏 会

一宮第九をうたう会７００円
尾西グリーン

プ ラ ザ

午後：００～

午後：００

第１３回一宮市民音楽会
（一宮第九をうたう会創立 
PRE20周年記念演奏会）

青 の 樹 短 歌 会

尾 西 短 歌 会
未定

尾 西 生 涯

学習センター

午後：３０～

午後：００
１１月１０日尾 西 短 歌 大 会

一 宮 現 代 詩 協 会

５００円
一宮スポーツ

文化センター

午後１：３０～

午後：００
１１月１１日

第回

一 宮 現 代 詩 祭

真 清 短 歌 会
午後１：００～

午後：３０
短 歌 大 会

一 宮 茶 道 連 盟８，０００円妙 興 寺
午前：００～

午後：００
１１月１８日

第２９回

一宮茶道連盟茶会

一 宮 合 唱 協 会

入場無料

尾西市民会館
午後：３０～

午後：３０
一 宮 合 唱 祭

水 絵 の 会
三 岸 節 子

記念美術館

午前：００～

午後：００
（２０日正午から、２５日午後：００まで）

１１月２０日

　～２５日
水 絵 の 会 展

一 宮 三 曲 協 会

一宮スポーツ

文化センター

午前１１：００～

午後：３０
１１月２３日三 曲 演 奏 会

 中 部 日 本 書 道 会

一 宮 支 部

午後：００～

午後：００

午前１０：００～

午後：００

１１月２４日

　～２５日

第５３回
中部日本書道会
一 宮 支 部 展

第３６回

一宮支部学生書道展

尾西芸能祭実行委員会

尾西市民会館

正午～

午後：００１１月２４日

　～２５日

尾 西 芸 能 祭

尾西華道展・お茶会

実 行 委 員 会

午前１０：００～
午後：００

（お茶会は午後：００まで）
尾西華道展・お茶会

一 宮 市 民 吹 奏 楽 団
前売４００円

当日５００円
一宮市民会館

午後：３０～

午後：００
１２月日

一宮市民吹奏楽団

第３２回定期演奏会

一 宮 ア ー テ ィ フ ィ

シャルフラワー協会
入場無料

三 岸 節 子

記念美術館

午前１０：００～
午後：００

（日は午後：００まで）

１２月日

　～日

一宮アーティフィシャル

フラワー協会作品展

尾 西 拓 友 会
尾 西 歴 史

民俗資料館

午前：００～
午後：００

（２４日は午後：３０まで）

１２月１８日

　～２４日

尾 西 拓 友 会

拓 本 展
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「




一
宮
美
術
作
家
新
展
」

日
時

９
月
１
日

～
９
月
　
日

　

１７

午
前
９
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

（
入
館
は
午
後
４
時
　
分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
以
下
同
じ
）

内
容

一
宮
美
術
作
家
協
会
会
員
に
よ

る
最
新
の
力
作
を
展
示
。

観
覧
料

一
　
般
　
２
０
０
円

　
　
　
　
高
大
生
　
１
０
０
円

　
　
　
　
小
中
生
　
　
５
０
円

　
　
　
　（
以
下
同
じ
）

「
一
宮
写
真
協
会
展
」

日
時

９
月
　
日

～
　
日


２０

３０

内
容

感
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
表
現
力
。

熱
い
思
い
を
込
め
た
作
品
展
示
。

特
別
陳
列
「
妙
興
寺
文
化
財
展
」

日
時

　
月
６
日

～
　
日


１０

１４

内
容

妙
興
寺
勧
請
開
山
　
大
応
国
師

　
　
　（
南
浦
紹
明
）の
没
後
７
０
０
年

　
　
　
に
あ
た
り
、
妙
興
寺
所
蔵
の
重

　
　
　
要
文
化
財
な
ど
約
　
点
を
展
観
。

３０

特
別
展
「
没
後
　
年
川
合
玉
堂
名
品
展
」

５０

日
時

　
月
　
日

～
　
月
　
日


１０

２０

１１

１８

内
容

一
宮
市
木
曽
川
町
生
ま
れ
の
川

　
　
　
合
玉
堂
。
没
後
　
年
に
あ
た
り
、

５０

　
　
　
玉
堂
美
術
館
所
蔵
な
ど
の
名
品

　
　
　
約
　
点
を
展
示
。

３５

企
画
展
「




一
宮
市
現
代
作
家

美
術
秀
選
展
」

日
時

　
月
１
日

～
　
日


１２

１６

内
容

一
宮
市
美
術
展
市
長
賞
受
賞
者
、

依
頼
出
品
者
、一
宮
美
術
作
家

協
会
、一
宮
書
道
協
会
、一
宮
写

真
協
会
推
薦
者
の
作
品
を
展
示
。

特
別
展
「
桂
ゆ
き
展
　
―
コ
ラ
ー
ジ
ュ

と
ユ
ー
モ
ア
の
女
性
画
家
―
」

日
時

　
月
６
日

～
　
月
　
日


１０

１１

１８

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
　
分
ま
で
、
月
曜

３０

休
館
、
以
下
同
じ
）

内
容

女
性
画
家
の
先
駆
者「
桂
ゆ
き
」

の
初
期
か
ら
晩
年
に
わ
た
る
作

品
約
　
点
を
展
示
し
、
そ
の
幅

４０

広
く
独
創
的
な
世
界
を
紹
介
。

観
覧
料

一
　
般
　
５
０
０
円

　
　
　
　
高
大
生
　
３
０
０
円

　
　
　
　
小
中
生
　
２
０
０
円

常
設
展
の
企
画

「
三
岸
節
子
　こ
と
ば
と
と
も
に
Ⅲ
」

日
時

　
月
　
日

～
１
月
　
日

　

１１

２０

１４

内
容

文
学
少
女
で
あ
っ
た
三
岸
節
子

は
　
歳
で
こ
の
世
を
去
る
ま
で

９４
多
く
の
随
筆
を
遺
し
ま
し
た
。

そ
の
芸
術
性
を
言
葉
と
と
も
に

紐
解
き
ま
す
。

観
覧
料

一
　
般
　
３
２
０
円

　
　
　
　
高
大
生
　
２
１
０
円

　
　
　
　
小
中
生
　
１
１
０
円

特
別
展
「
続
　
船
橋
物
語
」

日
時

　
月
６
日

～
　
月
２
日

　

１０

１２

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
　
分
ま
で
、
月
曜

３０

日
休
館
）

内
容

美
濃
路
に
架
け
ら
れ
た
日
本
最

大
の
木
曽
川
の
船
橋
。
神
通
川

の
船
橋
な
ど
と
比
較
し
な
が
ら

川
を
渡
る
手
段
と
し
て
の
船
橋

を
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料

無
料

歴
史
講
座

「
美
濃
路
探
訪
～
秋
・
美
濃
編
～
」

日
程

①
　
月
　
日


１０

１４

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
午
後
３
時

３０

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》
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②
　
月
　
日


１０

２１

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　
分
３０

内
容

江
戸
時
代
の
主
要
街
道
美
濃
路

に
つ
い
て
、
歴
史
と
現
在
の
様

子
を
現
地
実
習
で
学
ぶ
講
座
。

申
込
み

応
募
期
間
中
に
資
料
館
へ
直

　
　
　
　
接
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
て
お

　
　
　
　
申
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　（
詳
し
く
は
市
広
報
で
お
知

　
　
　
　
ら
せ
し
ま
す
。）

「
第
７
回
も
み
じ
ま
つ
り
」

日
程

　
月
　
日

、　

日


１１

１７

１８

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

内
容

旧
林
家
住
宅
を
会
場
に
お
茶
会

や
山
野
草
展
、
筝
の
演
奏
な
ど

を
２
日
間
に
わ
た
り
催
し
ま
す
。

入
場
料

無
料
（
お
茶
会
３
０
０
円
）

「
第
７
回
川
合
玉
堂
展
」

日
時

　
月
　
日

～
　
月
　
日


１０

２０

１１

１５

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

　
　
　（
月
曜
日
休
館
）

内
容

近
代
日
本
画
家
川
合
玉
堂
の
新

収
蔵
品
を
中
心
に
展
示
。

「
天
体
観
望
会
」

日
程

９
月
７
日

･
８
日


　
　
　
木
星
　
こ
と
座
の
リ
ン
グ
状
星

雲（
Ｍ
　
）
５７

　
　
　
　
月
　
日

･
　
日


１０

１２

１３

　
　
　
木
星
　
い
て
座
の
球
状
星
団

（
Ｍ
　
）
２２

　
　
　
　
月
９
日

・
　

日


１１

１０

　
　
　
木
星
　
白
鳥
座
の
ア
ル
ビ
レ
オ

　
　
　
　
月
７
日

・
８
日


１２

　
　
　
ぺ
ガ
ス
ス
座
球
状
星
団（
Ｍ
　
）
１５

　
　
　
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
の
星
雲（
Ｍ

　
・
Ｍ
１
１
０
）

３１

申
込
み

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

参
加
料

無
料

自
主
文
化
事
業

「
吉
田
兄
弟
　三
味
線
だ
け
の
世
界
」

日
時

９
月
　
日

午
後
５
時
　
分
～

２２

３０

入
場
料

５
、０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

「
青
島
広
志
　特
選
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー

た
ち
　with

　一
宮
シ
テ
ィ
ー
室
内
管
弦

楽
団
」

日
程

　
月
　
日

　
午
後
１
時
～

１１

１１

入
場
料

大
人
　
　
　
２
、０
０
０
円

　
　
　
　
小
中
学
生
　
１
、５
０
０
円

　
　
　
　（
全
席
指
定
）

「
市
民
美
術
教
室
」

　【
デ
ッ
サ
ン
と
水
彩
】

日
程

９
月
　
日
～
　
月
　
日
の
毎
週

１２

１０

３１

水
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

受
講
料

４
、２
０
０
円

　【
染
色
】

日
程

９
月
　
日
～
　
月
　
日
の
毎
週

２６

１０

１７

水
曜
日
　
午
後
２
時
～
４
時

受
講
料

２
、５
０
０
円

　【
版
画
と
ガ
ラ
ス
絵
】

日
程

９
月
　
日
～
　
月
　
日
の
毎
週

１１

１０

３０

火
曜
日
（
　
月
２
日
除
く
）・

１０

　
　
　
　
月
３
日


１０

　
　
　
午
後
６
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

受
講
料

４
、０
０
０
円

　【
写
真
】

日
程

９
月
６
・
　

・
　

・
　

日

の

１３

２０

２７

午
後
６
時
　
分
～
８
時
　
分
お

３０

３０

よ
び
９
月
９
日
・
　

日

の
午

１６

前
９
時
　
分
～
正
午

３０

受
講
料

3
、
5
０
0
円

＊
全
コ
ー
ス
と
も
、
会
場
は
一
宮
ス
ポ

ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。
受
講
料

に
教
材
費
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
詳

細
は
広
報
８
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
県
文
連
美
術
展
」

会
期

　
月
　
日

～
　
日


１０

２３

２８

会
場

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料

５
０
０
円（
前
売
４
０
０
円
）

中
学
生
以
下
無
料

「
愛
知
県
民
茶
会
」

会
期

　
月
　
日


１１

２５

会
場

津
島
神
社
他

設
席

一
宮
茶
道
連
盟
他

茶
券

前
売
券
　
８
０
０
円
（
２
席
）

　
　
　
当
日
券
　
５
０
０
円
（
１
席
）

※
生
涯
学
習
課
（
木
曽
川
庁
舎
）
に
て

　
前
売
り
予
定

「
県
文
連
西
尾
張
部
芸
能
大
会
」

会
期

　
月
２
日


１２

会
場

江
南
市
民
文
化
会
館

入
場
料

無
料

出
演
団
体

木
曽
川
ラ
イ
ト
ソ
ン
グ
他

《
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
》
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【
問
合
せ
先
　
神
山
句
会
】

　

０
９
０（
７
６
７
０
）４
８
８
５

日
時
▼
９
月
１
日
～
　
月
　
日

１２

１５

　
　
　
毎
月
第
１
・
３
土
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
～

会
場
▼
神
山
公
民
館

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
一
宮
漢
詩
濤
聲
会
】

　

（
７
８
）７
９
５
３

日
時
▼
９
月
４
日
～
　
月
４
日

１２

　
　
　
第
１
火
曜
日

　
　
　
午
前
　
時
　
分
～

１０

３０

会
場
▼
豊
島
図
書
館

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、０
０
０
円

申
込
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
き
き
ょ
う
の
会
】

　

（
４
５
）０
２
７
４

日
時
▼
９
月
６
日
～
　
月
６
日

１２

　
　
　
毎
月
第
１
木
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
～

会
場
▼
大
志
公
民
館

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
一
宮
市
本
町
俳
句
会
】

　

（
７
１
）３
７
７
７

日
時
▼
９
月
７
日
～
　
月
　
日

１２

２１

　
　
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
～

会
場
▼
大
志
公
民
館

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
真
清
短
歌
会
】
　

　

（
６
８
）２
８
７
８

日
時
▼
９
月
９
日
・
　
月
　
日
・

１０

１４

　
　
　
　
月
９
日

１２

　
　
　
毎
月
第
２
日
曜
日
（
　
月
を
除
く
）

１１

　
　
　
午
後
１
時
～

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

内
容
▼
真
清
短
歌
会
会
員
に
よ
り
実
作

　
　
　
指
導
し
ま
す
。

参
加
料
▼
無
料

申
込
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
麗
筆
会
】
　

　

（
６
２
）４
５
２
２

日
時
▼
９
月
　
日

～
　
日


１４

１６

　
　
　
午
前
　
時
～

１０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
幼
児
・
小
中
学
生
の
書
道
作
品
展

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先
　
尾
西
句
会
】
　

　

（
６
２
）７
６
５
８

日
時
▼
９
月
　
日
・
　
日
、
　
月
　
日
・

１４

１５

１０

１２

　
日
、
　
月
９
日
・
　
日
、

２０

１１

１７

　
　
　
　
月
　
日
・
　
日

１２

１４

１５

　
　
　
各
金
曜
日
・
土
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
～

会
場
▼
金
曜
日
は
尾
西
南
部
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
土
曜
日
は
尾
西
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
１
、０
０
０
円

申
込
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

（
７
２
）７
６
９
０

日
時
▼
９
月
　
日
・
　
月
　
日
・

１５

１１

１０

　
　
　
　
月
８
日
　
各
土
曜
日

１２

　
　
　
午
後
１
時
～

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

内
容
▼
各
自
　
句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

　
　
　
優
秀
作
を
決
定
し
記
録
に
残
し

　
　
　
ま
す
。

参
加
料
▼
年
４
、０
０
０
円

申
込
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
浅
井
土
筆
句
会
】

　

（
５
１
）３
８
２
４

日
時
▼
９
月
　
日
～
　
月
　
日

２０

１２

２０

　
　
　
各
第
３
木
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
～

会
場
▼
浅
井
公
民
館

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
▼
当
日
直
接
会
場

『
神
山
句
会
　
俳
句
教
室
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
濤
聲
会
作
詩
教
室
』

『
き
き
ょ
う
の
会
　
俳
句
教
室
』

『
公
募
第
　
回
夏
休
み
習
字
コ
ン

３３

ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
・
第
　
回
硬

２０

筆
秀
選
展
』

『
尾
西
句
会
　
俳
句
会
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
本
町
俳
句
会
　
俳
句
教
室
』

『
浅
井
土
筆
句
会
　
月
例
句
会
』
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【
問
合
せ
先
　
一
宮
漢
詩
濤
聲
会
】

　

０
５
２（
６
９
１
）６
５
３
５

日
時
▼
９
月
　
日
～
　
月
　
日

２２

１２

２２

　
　
　
各
第
４
土
曜
日（
　
月
は
第
３
）

１１

午
後
２
時
　
分
～

３０

会
場
▼
豊
島
図
書
館

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
月
１
、０
０
０
円

申
込
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
一
宮
青
樹
句
会
】

　

（
７
３
）５
５
０
４

日
時
▼
９
月
　
日
・
　
月
　
日
・
　
月

２９

１０

２７

１１

　
日
・
　
月
　
日
　

２４

１２

２２

　
　
　
各
土
曜
日

　
　
　
午
後
１
時
～

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
房
満
会
】

　

（
４
５
）２
９
４
６

日
時
▼
９
月
　
日


３０

　
　
　
午
前
　
時
　
分
～

１０

３０

会
場
▼
一
宮
勤
労
会
館

内
容
▼
日
舞
発
表
会

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先
　
一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

（
７
３
）５
５
０
４

日
時
▼
９
月
　
日
・
　
月
　
日
・

３０

１１

２５

　
　
　
　
月
　
日
各
日
曜
日

１２

１６

　
　
　
午
後
１
時
～

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

内
容
▼
市
民
俳
句
教
室
と
し
て
俳
句
を

　
　
　
研
究

参
加
料
▼
無
料

申
込
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
一
宮
川
柳
社
】

　

（
４
５
）８
０
４
５

日
時
▼
９
月
　
日
・
　
月
　
日
・
　
月

３０

１０

２８

１１

　
日
・
　
月
　
日

２５

１２

２３

　
　
　
各
日
曜
日
　
午
後
１
時
～

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

内
容
▼
自
由
吟
及
び
課
題
吟
を
一
宮
川

柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

参
加
料
▼
無
料

申
込
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先
　
一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　
（
７
３
）５
５
０
４

日
時
▼
　
月
　
日

　
午
前
９
時
～

１０

１２

行
先
▼
日
本
ま
ん
真
ん
中
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　（
郡
上
市
）
他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
５
０
０
円

申
込
▼
事
前
に
事
務
局
へ
連
絡

【
問
合
せ
先
　
尾
西
短
歌
会
】
　

　
（
６
２
）１
６
１
２

日
時
▼
　
月
　
日


１１

１４

行
先
▼
桑
名
六
華
苑
、
七
里
の
渡
し
他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
２
、０
０
０
円

申
込
▼
事
前
に
事
務
局
へ
連
絡

『
濤
聲
会
　
定
例
会
』

『
一
宮
青
樹
句
会
　
俳
句
会
』

『
房
満
会
　
秋
の
舞
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
秋
の
市
民
俳
句
　
吟
行
会
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
秋
の
市
民
短
歌
　
吟
行
会
』
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